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神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立荏田高等学校学校長 

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 
視点 

４年間の目標（令和６年

度策定） 
令和６年度の目標 

取り組みの内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価 

 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育

課

程 

学習

指

導 

① 基礎学力の定着と

大学進学を視野に

入れた授業を実践

する。 

 

 

② 主体的、自主的に

学習に取り組む態

度の醸成、伸長を

めざした授業改善

を図る。 

① 今年度で３年生まで

実施された新たな教

育課程の編成が大学

進学へ十分対応でき

たものにする。 

 

② 学習コンテンツの活

用により、自主学習

のきっかけとなり授

業改善により自律的

学習を図る。 

① 科目選択の際に生徒

との面談から要望等

を聞き取り進路実現

につながる教育課程

の編成にする。 

 

② 活用法の研修会の実

施、宿題の配信を行

い授業改善につなげ

る。 

① 生徒面談からの要

望、授業評価アン

ケートの内容。 

 

 

② 生徒が学習コンテ

ンツをしっかり利

用できているか。 

① 新教育課程の３年におけ

る理系、文系コースを一

部変更したが概ね生徒か

らは評価されていた。  

 

② 学習動画コンテンツ操作

説明会を教職員向けに実

施し、課題配信や課題の

達成状況の確認方法など

を周知した。また、活用

率 50%～60%（3年生を

含む）であった。 

① 新教育課程での入試科目の

内容に３年における理系選

択が適しているか検証して

いく必要がある。 

 

② 教室内でWi-Fiがうまくつ

ながらない事例がまだあり

改善が必要。３年生の活用

率を上げるため面接動画や

小論文動画などを活用させ

たい。  

・新教育課程に関する総合的な

振り返りが行われていた。課題

として理系選択の適宜性の検証

が挙げられた。 

・学習動画コンテンツの利用が

50～60％とのことだが、生徒の

学習意欲を高めるコンテンツの

選択などさらなる有効な活用が

進むとよい。 

・スタディサプリは宿題の提出

のやり取りなどができて便利の

ようだが、様々な学習場面での

活用が求められる。 

・新教育課程における 

 文理のコース分け等、

成果を上げることがで

きた。 

 

・学習コンテンツの活用

をさらに進める必要が

ある。 

・電子黒板の効果的な

利用についてさらに

検討を進めていく。 

 

 

・ＩＣＴ活用が目的と

ならないよう取り組

みを検証し、進路と

の関係も含め、全職

員に向け活用事例な

どの共有などを充実

させていく。 

２ 

生徒

指

導・

支援 

① ＳＣやＳＳＷと連

携した能動的・組

織的な生徒支援体

制及び教育相談体

制を確立するとと

もに、教員の意識

改革を図り多様性

を認識し認め合う

雰囲気を醸成す

る。 

② 部活動の更なる活

性化を図り、挨拶

や素直な心を基盤

とした人間関係形

成力や自己表現力

を育成する。 

① 生徒のニーズに答え

ることができる支援

体制や教育相談体制

の確立に向け、教員

相互の連携や外部機

関との連携を積極的

に行う。 

 

 

 

② 社会性や豊かな心を

育むため、更なる部

活動の活性化を図

る。 

① 日常の生徒対応やサ

ポートドックの活用

により、生徒の抱え

る課題に対する支援

を早期に実行する。 

 

 

 

 

 

② 部活動をとりまく制

度を整備し、主体的

に部活動に取り組め

る環境を整える。 

① 教育相談コーディ

ネーターを中心

に、円滑な生徒支

援、教育相談を行

うことができた

か。 

 

 

 

 

② 部活動に主体的に

取り組める環境を

整えることができ

たか。 

① サポートドックの結果に

より見出した生徒が抱え

る課題に対しＳＣやＳＳ

Ｗと連携しながら対応し

た。 

 

 

 

 

 

② 顧問間で調整を図り、活

動できる環境を整えるこ

とができた。 

①  潜在的に課題を抱える生

徒に対してのアプローチに

ついて、継続的に検討を行

う。 

 

 

 

 

 

 

② 今後は顧問の確保と調整が

課題である。 

・サポートドックの実施と

SC、SSWの連携により一定の効

果があったことが認められる。

教員やSC、SSWの働き掛けによ

り、生徒がひとりで悩みを抱え

るのではなく、他者に気持ちを

出せるようになることは大切で

ある。 

・部活動加入率が70％という

ことだが、今後も活気のある活

動を期待する。 

・生徒の活躍の場をHPで宣伝

してあげてほしい。 

・サポートドックの効率

的な実施や、SC、SSWと

の連携による適切な生徒

対応を行うことができ

た。しかし、潜在的に課

題を抱える生徒が幾許か

存在しているとも考え

る。 

・各部活動で大会実績に

おいて優秀な成績を残

すことができ、成果を

上げたと考えている。 

・サポートドックの実

施時期や質問項目の精

査を行うとともに、プ

ッシュ型面談の対象生

徒についてSCやSSWと

連携しながら検討して

いく。 

 

・部活動の実績を外部

へPRすることで部活

動加入率につなげた

い。また、顧問体制

も負担にならないよ

う工夫していく。 



３ 

進路

指

導・

支援 

① 生徒一人ひとりが

自己理解を深め、

将来を具体的に考

える姿勢を育成す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

② 主体的に進路目標

を設定し、達成に

向けた取組みの実

践へと繋がる探究

活動の充実を図

る。 

① 自己理解を深化さ

せ、自己の将来につ

いて考え、進路目標

に向けて主体的に学

習活動等に取り組む

姿勢を育てる。 

 

 

 

 

 

② 生徒一人ひとりの進

路目標をふまえて、

希望する進路実現や

社会参画を見通した

探究活動が実践でき

る環境作りに努め

る。 

① 「総合的な探究の時

間」の活用等による

生徒の主体的な活動

の充実に必要な情報

を収集し、職員相互

での共有を図り、生

徒一人ひとりの将来

の在り方に応じた組

織的な進路支援を行

う。 

 

② 進路実現や将来設計

につながるよう、適

性検査・分野別進路

ガイダンス等の企画

や面接指導などの支

援体制をより充実さ

せる。 

① 職員が上級学校等

の情報を積極的に

収集し、共通理解

を深め、スキルを

向上させることに

より、「総合的な

探究の時間」にお

いて生徒へ効果的

な指導や支援をす

ることができた

か。 

② 探究活動に取り組

み、生徒が自己の

将来設計を実践す

る中で、自己肯定

感を高め、自己理

解を深めることが

できたか。 

① 生徒の主体的・能動的な

進路活動の充実に向け

て、上級学校の入試情報

の収集に努め、職員の共

通理解のもと、「総合的

な探究の時間」や全体説

明会を通じて、適切な情

報提供、発信を行い、効

果的な支援を行った。 

② 各学年の探究活動におい

て上級学校ガイダンス、

分野別ガイダンス、キャ

ンパス訪問等を実施し、

生徒一人ひとりの主体的

な進路実現に向けた環境

作り、キャリア支援を行

った。 

① 新学習指導要領に基づいた

入試制度の見直し・変更に

ついて、入試情報を正確に

職員で共有することが課題

であり、引き続き、より一

層の共通理解に努める。 

② ３年間を見通した探究活動

や自己の将来設計をふまえ

て、新学習指導要領に基づ

いた計画的・継続的な活動

を実践し、生徒が自己理解

を深め、自己肯定感をもて

るよう企画の立案に努め

る。 

・「総合的な探究の時間」を活

用しながら、生徒一人ひとりの

将来の在り方に応じた組織的な

進路支援が行われた。 

・年内に約80％の生徒が推薦

入試で進学先が決まっているそ

うだが、変化する入試制度への

対応がより一層求められる。 

 

 

・推薦入試でも求められている

ように、思考力・判断力・表現

力や、校長が推進している集団

効力感の育成に期待する。 

 

・「総合的な探究の時

間」や全体説明会を通じ

て、生徒の進路活動に対

し適切な情報提供、発信

を行い、効果的な支援が

できた。入試情報の詳細

を正確に職員で共有し発

信することが課題であ

る。 

・各学年の探究活動にお

いて上級学校ガイダン

ス、キャンパス訪問等を

実施し、生徒の進路実現

に向けた支援ができた。

生徒の将来設計を見通

し、多様な探究活動の計

画立案が課題である。 

・新学習指導要領に基

づいた入試制度の見直

し・変更をふまえ、情

報の提供や発信の時期

を早める等の対策を検

討し、より一層の共通

理解に努める。 

 

 

・新学習指導要領をふ

まえ、生徒が自己肯定

感、自己効力感、集合

的効力感をもてるよう

成功体験につながる

場、仲間と挑戦を共有

できる場の企画立案に

努める。 

４ 

地域

等と

の協

働 

・地域社会との交流や連

携・協働を通して、地

域とのつながり・絆を

強化し、地域の一員と

しての自覚を持つ「社

会性豊かな生徒」の育

成と「地域とともにあ

る学校づくり」を推進

する。 

 

・地域社会との交流や連

携・協働を通して、地域

の一員として、つなが

り・絆を大切に思う心を

育成する。 

・一層の情報発信や地域

連携の充実を図る。 

・ 地域との連携事業への

積極的な参加を促進す

る。 

・ＨＰ等を活用し、効果

的な学校の広報、情報発

信を行う。 

・荏田高校の地域連携
事業が地域から愛さ
れ、高い評価を受ける
ことができたか。 

・荏田高校の良さを、

地域へ発信することが

できたか。 

・荏田坂清掃や荏田南小・中

との連繫事業を継続して行っ

た。 

・ＨＰの内容をより分かりや

すくする見直しを行い、更新

回数を増加させた。 

・学校説明会、学校見学を実

施し、広報活動を積極的に行

った。 

・地域社会と協働した、定期的

な交流の実施方法を検討する。 

・荏田高校の魅力特色を理解し

てもらうために、中学生やその

保護者の視点にたったＨＰの充

実をさらに図る。 

・中学生やその保護者の視点に

たった学校説明会や学校見学会

の実施、中学校へ出張しての説

明会の充実を図る。 

 

・荏田南小学校、荏田南中学校

との連携事業が活発に行われて

いた。 

・ホームページが少し地味では

ないか。魅力あるものとする工

夫を期待する。 

・生徒と教師が荏田を創ってい

る。地域はそれをサポートする

役目。地域連携を意識してほし

い。 

・近隣小中学校との連携

事業では好評を得たた

め、成果を上げたと考

えている。 

・ＨＰや学校説明会では 

 さらなる充実が必要で

ある。 

・地域のイベントなど

にも参加できるよう

につながりを強化し

ていく。 

・生徒が作成したコン

テンツの導入も検討

し、ＨＰを充実させ

ていく。 

５ 

学校

管理 

学校

運営 

① 生徒と向き合う時

間を確保するため

に、組織的な学校

運営と校務の効率

化を図る。 

 

 

 

② 職員が学校運営上

の課題を理解・共

有するとともに、

リスクマネジメン

トの意識を徹底す

ることにより、安

全・安心な学校づ

くりを推進する。 

① 生徒と向き合う時間

を確保するために、

校務の効率化等を図

る学校運営業務・教

育活動業務の環境整

備に取り組む。 

 

 

② 職員が本校の学校運

営上の課題を共有

し、リスクマネジメ

ントの意識した安

全・安心な学校運営

を図る。 

① 若手職員とのコミュ

ニケーション、ICT

活用による業務効率

化における課題の改

善を推進する。 

 

 

 

② 学校運営上の課題の

共通認識、研修・掲

示物による可視化等

の工夫による職員の

リスクマネジメント

意識の維持・向上を

図る。 

① 学校運営における

職員相互の共通認

識を図れたか。

ICT活用の業務効

率化の環境整備を

進められたか。 

 

 

② コロナ禍前後によ

る学校運営業務の

改善ができたか。 

職員のリスクマ

ネジメントの意

識を促すことが

できたか。 

① 人権研修会・防災訓練・

電子黒板導入等を通じて

職員相互の共通認識を図

った。ICT活用として、

電子黒板の授業での利用

普及や電子採点・マーク

テスト採点の環境整備の

促進を図った。 

② コロナ禍後の儀式行事の

運営や職員間の連絡・生

徒への連絡において

Teams・Classroomの利

用を促進し、コミュニケ

ーションの可視化を含め

た改善・普及を図り、職

員のリスクマネジメント

の意識を促した。 

① 職員の共通認識を意識して

継続的に学校行事の運営を

図る必要がある。ICT活用

の環境整備・普及をさらに

図り校務を効率化して生徒

と向き合う時間を確保に努

める必要がある。 

 

② コロナ禍及びその前後の学

校運営上の改善点に目を向

け、職員間で課題を共有

し、安全・安心な学校づく

りを継続する。 

・ICT機器の活用、対話的で深

い学びの充実など様々な取り組

むべき課題がある。 

・電子黒板が導入されたことに

よる、授業やその他の行事等、

様々な場面での活用が求められ

る。 

 

・②学校運営上の課題が何かは

よくわからなかったが、Teams

やClassroomの利用により「コ

ミュニケーションの可視化」が

行われ、リスクマネジメントの

意識が促されていることが認め

られる。①内にある人権研修会

や防災訓練もリスクマネジメン

トに含まれるのではないか。 

・研修会等を通じ、職員 

 間の共通理解を促進し 

 成果を上げた。 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴ活用による職員

間のコミュニケーショ

ンの活性化を充実し、 

 不祥事防止の意識の醸

成を図れた。 

・ＩＣＴ機器を活用す

ることにより業務の

効率化をすすめられ

る環境をさらに整え

る。 

 

 

 

・職員がやりがいを混

じることが不祥事防

止の基本であること

を意識し、研修会を

通じて同僚性の向上

を図る。 

 


